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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　患者における組織部位の治療用減圧システムと共に使用される減圧源であって、
　密閉された空間を形成するポンプハウジングにおいて、閉鎖部材が前記ポンプハウジン
グの少なくとも一部分を形成する、ポンプハウジングと、
　前記密閉された空間内に配設される真空ポンプと、
　減圧を送給するための、前記真空ポンプに流体連結される減圧出口と、
　排気気体を前記真空ポンプから前記密閉された空間に送給するための、前記真空ポンプ
に流体連結される排気出口と、
を含み、
　前記閉鎖部材が、ベント開口なしに前記排気気体が前記密閉された空間から抜け出るこ
とを可能にするポリマー性多孔質疎水性材料を含むことを特徴とする減圧源。
【請求項２】
　請求項１に記載の減圧源において、前記ポリマー性多孔質疎水性材料が疎水性焼結ポリ
マーを含むことを特徴とする減圧源。
【請求項３】
　請求項１に記載の減圧源において、前記ポリマー性多孔質疎水性材料が疎水性スパンボ
ンド式不織材料を含むことを特徴とする減圧源。
【請求項４】
　請求項１に記載の減圧源において、前記ポリマー性多孔質疎水性材料が疎水性ボンド式
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不織多孔質繊維を含むことを特徴とする減圧源。
【請求項５】
　請求項１に記載の減圧源において、前記ポリマー性多孔質疎水性材料がポリオレフィン
材料を含むことを特徴とする減圧源。
【請求項６】
　請求項１に記載の減圧源において、前記閉鎖部材が射出成形部材を含むことを特徴とす
る減圧源。
【請求項７】
　請求項１乃至６の何れか１項に記載の減圧源において、前記閉鎖部材に連係され、且つ
湿潤すると色が変化するように構成された液体感受性色素をさらに含むことを特徴とする
減圧源。
【請求項８】
　請求項１乃至７の何れか１項に記載の減圧源において、前記閉鎖部材が半透明であるこ
とを特徴とする減圧源。
【請求項９】
　請求項１乃至８の何れか１項に記載の減圧源において、前記閉鎖部材が前記ポンプハウ
ジング全体を含むことを特徴とする減圧源。
【請求項１０】
　請求項１乃至８の何れか１項に記載の減圧源において、前記閉鎖部材が前記ポンプハウ
ジング上のベントパネルを含むことを特徴とする減圧源。
【請求項１１】
　請求項１に記載の減圧源において、前記閉鎖部材がドレッシング被覆材を含み、前記真
空ポンプが前記ドレッシング被覆材と前記患者との間に配設されるマイクロポンプを含む
ことを特徴とする減圧源。
【請求項１２】
　請求項１乃至１１の何れか１項に記載の減圧源において、前記ポリマー性多孔質疎水性
材料が吸臭材料を含むことを特徴とする減圧源。
【請求項１３】
　患者における組織部位を減圧で治療するシステムであって、
　前記組織部位に減圧を送給するための、前記組織部位に近接して配置される治療マニホ
ルドと、
　減圧を前記治療マニホルドに提供するための、前記治療マニホルドに流体連結される減
圧源と、
　前記組織部位を覆って流体シールを形成するためのシーリング部材と、
を含み、及び
　前記減圧源が、
　　密閉された空間を形成するポンプハウジングにおいて、閉鎖部材が前記ポンプハウジ
ングの少なくとも一部分を形成する、ポンプハウジングと、
　　前記密閉された空間に配設される真空ポンプと、
　　減圧を送給するための、前記真空ポンプに流体連結される減圧出口と、
　　排気気体を前記真空ポンプから前記密閉された空間に送給するための、前記真空ポン
プに流体連結される排気出口と、
を含み、及び
　　前記閉鎖部材が、ベント開口部なしに排気気体が前記密閉された空間から抜け出るこ
とを可能にするポリマー性多孔質疎水性材料を含むことを特徴とするシステム。
【請求項１４】
　請求項１３に記載のシステムにおいて、前記ポリマー性多孔質疎水性材料が疎水性焼結
ポリマーを含むことを特徴とするシステム。
【請求項１５】
　請求項１３に記載のシステムにおいて、前記ポリマー性多孔質疎水性材料が疎水性スパ
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ンボンド式不織材料を含むことを特徴とするシステム。
【請求項１６】
　請求項１３に記載のシステムにおいて、前記ポリマー性多孔質疎水性材料が疎水性ボン
ド式不織多孔質繊維を含むことを特徴とするシステム。
【請求項１７】
　請求項１３に記載のシステムにおいて、前記ポリマー性多孔質疎水性材料がポリオレフ
ィン材料を含むことを特徴とするシステム。
【請求項１８】
　請求項１３に記載のシステムにおいて、前記閉鎖部材が射出成形部材を含むことを特徴
とするシステム。
【請求項１９】
　請求項１３乃至１８の何れか１項に記載のシステムにおいて、前記閉鎖部材に連係され
、且つ湿潤すると色が変化するように構成される液体感受性色素をさらに含むことを特徴
とするシステム。
【請求項２０】
　請求項１３乃至１９の何れか１項に記載のシステムにおいて、前記閉鎖部材が半透明で
あることを特徴とするシステム。
【請求項２１】
　請求項１３乃至２０の何れか１項に記載のシステムにおいて、前記閉鎖部材が前記ポン
プハウジング全体を含むことを特徴とするシステム。
【請求項２２】
　請求項１３乃至２０の何れか１項に記載のシステムにおいて、前記閉鎖部材が前記ポン
プハウジング上のベントパネルを含むことを特徴とするシステム。
【請求項２３】
　請求項１３に記載のシステムにおいて、前記閉鎖部材がドレッシング被覆材を含み、及
び前記真空ポンプが、前記ドレッシング被覆材と前記患者との間に配設されたマイクロポ
ンプを含むことを特徴とするシステム。
【請求項２４】
　請求項１３乃至２３の何れか１項に記載のシステムにおいて、前記ポリマー性多孔質疎
水性材料が吸臭材料を含むことを特徴とするシステム。
【請求項２５】
　患者における組織部位の治療用減圧システムと共に使用される減圧源を製造する方法で
あって、
　密閉された空間を形成するポンプハウジングを形成するステップにおいて、前記ポンプ
ハウジングの少なくとも一部分を含む閉鎖部材を形成するステップを含む、ポンプハウジ
ングを形成するステップと、
　前記密閉された空間内に真空ポンプを配設するステップにおいて、前記真空ポンプが、
減圧を送給するための、前記真空ポンプに流体連結される減圧出口と、排気気体を前記真
空ポンプから前記密閉された空間に送給するための、前記真空ポンプに流体連結される排
気出口とを含む、ステップと、
を含み、
　前記閉鎖部材が、前記排気気体を前記密閉された空間から抜け出させるように機能する
ポリマー性多孔質疎水性材料を含むことを特徴とする方法。
【請求項２６】
　請求項２５に記載の方法において、前記ポンプハウジングを形成するステップが、前記
閉鎖部材を射出成形するステップを含むことを特徴とする方法。
【請求項２７】
　請求項２５に記載の方法において、前記閉鎖部材を形成するステップが、ラミネート部
材を形成し、前記ラミネート部材の周囲にオーバーモールドして前記閉鎖部材を形成する
ステップを含むことを特徴とする方法。
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【請求項２８】
　請求項２５に記載の方法において、前記閉鎖部材を形成するステップが、ポリマー部材
を形成するステップと、それを通じる孔を形成するステップとを含むことを特徴とする方
法。
【請求項２９】
　請求項２５に記載の方法において、前記閉鎖部材を形成するステップが、前記ポリマー
性多孔質疎水性材料から第１の部分の閉鎖部材を射出成形するステップと、第２の部分を
、前記ポリマー性多孔質疎水性材料より剛性が高い材料から射出成形するステップとを含
むことを特徴とする方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本発明は、米国特許法第１１９条（ｅ）に基づき、あらゆる目的から参照により本明細
書に援用される２０１０年６月２８日に出願された「Ｅｖａｐｏｒａｔｉｖｅ　Ｂｏｄｙ
　Ｆｌｕｉｄ　Ｃｏｎｔａｉｎｅｒｓ　ａｎｄ　Ｍｅｔｈｏｄｓ」と題される米国仮特許
出願第６１／３５９，２０５号明細書；あらゆる目的から参照により本明細書に援用され
る２０１０年４月１６日に出願された「Ｒｅｄｕｃｅｄ－Ｐｒｅｓｓｕｒｅ　Ｓｏｕｒｃ
ｅｓ，Ｓｙｓｔｅｍｓ，ａｎｄ　Ｍｅｔｈｏｄｓ　Ｅｍｐｌｏｙｉｎｇ　Ａ　Ｐｏｌｙｍ
ｅｒｉｃ，Ｐｏｒｏｕｓ，Ｈｙｄｒｏｐｈｏｂｉｃ　Ｍａｔｅｒｉａｌ」と題される米国
仮特許出願第６１／３２５，１１５号明細書；及びあらゆる目的から参照により本明細書
に援用される２０１０年６月２８日に出願された「Ｄｒｅｓｓｉｎｇｓ　ａｎｄ　Ｍｅｔ
ｈｏｄｓ　Ｆｏｒ　Ｔｒｅａｔｉｎｇ　ａ　Ｔｉｓｓｕｅ　Ｓｉｔｅ　Ｏｎ　Ａ　Ｐａｔ
ｉｅｎｔ」と題される米国仮特許出願第６１／３５９，１８１号明細書の出願の利益を主
張する。
【０００２】
　本開示は、概して減圧医療処置システムに関し、より詳細には、但し限定としてではな
く、減圧源、システム、及び方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　臨床試験及び診療実践から、組織部位に近接して減圧を与えると、その組織部位におけ
る新しい組織の成長が増強され、加速することが示されている。この現象は数多く応用さ
れるが、減圧の適用は特に、創傷の治療において成功を収めている。この治療（医療業界
ではしばしば「負圧創傷療法」、「減圧療法」、又は「真空療法」と称される）は多くの
利益をもたらし、そうした利益には、治癒の加速及び肉芽組織の形成増加が含まれ得る。
典型的には、減圧は多孔質パッド又は他のマニホルド装置を介して組織に加えられる。多
孔質パッドは組織に減圧を分配し、組織から引き込まれる流体を誘導する。
【発明の概要】
【０００４】
　例示的な実施形態によれば、患者における組織部位の治療用減圧システムと共に使用さ
れる減圧源は、密閉された空間を少なくとも一部において形成する閉鎖部材と、密閉され
た空間内に配設される真空ポンプとを含む。減圧源はまた、減圧を送給するための、真空
ポンプに流体連結される減圧出口も含み、及び排気気体を真空ポンプから密閉された空間
に送給するための、真空ポンプに流体連結される排気出口を含む。閉鎖部材は、排気気体
が密閉された空間から抜け出ることを可能にするポリマー性多孔質疎水性材料を含む。
【０００５】
　別の例示的実施形態によれば、患者における組織部位を減圧で治療するシステムは、組
織部位に減圧を送給するための、組織部位に近接して配置される治療マニホルドと、減圧
を治療マニホルドに提供するための、治療マニホルドに流体連結される減圧源と、組織部
位を覆って流体シールを形成するためのシーリング部材とを含む。減圧源は、密閉された
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空間を少なくとも一部において形成する閉鎖部材を含み、及び密閉された空間に配設され
る真空ポンプを含む。減圧源はまた、減圧を送給するための、真空ポンプに流体連結され
る減圧出口と、排気気体を真空ポンプから密閉された空間に送給するための、真空ポンプ
に流体連結される排気出口とを含む。閉鎖部材は、排気気体が密閉された空間から抜け出
ることを可能にするポリマー性多孔質疎水性材料を含む。
【０００６】
　別の例示的実施形態によれば、患者における組織部位の治療用減圧システムと共に使用
される減圧の生成方法は、密閉された空間を形成するステップと、密閉された空間内に真
空ポンプを配設するステップとを含む。密閉された空間の少なくとも一部分は、ポリマー
性多孔質疎水性材料を含む閉鎖部材により形成される。真空ポンプは減圧出口と排気出口
とを含む。閉鎖部材は排気気体が密閉された空間から抜け出ることを可能にする。この方
法は、排気気体を実質的に密閉された空間から閉鎖部材を通じて排気させるステップと、
減圧を所望の位置に送給するステップとをさらに含む。
【０００７】
　別の例示的実施形態によれば、患者における組織部位の治療用減圧システムと共に使用
される減圧源を製造する方法は、密閉された空間を少なくとも一部において閉鎖するため
の閉鎖部材を形成するステップと、密閉された空間内に真空ポンプを配設するステップと
を含む。真空ポンプは、減圧を送給するための、真空ポンプに流体連結される減圧出口と
、排気気体を真空ポンプから密閉された空間に送給するための、真空ポンプに流体連結さ
れる排気出口とを含む。閉鎖部材を形成するステップは、排気気体が密閉された空間から
抜け出ることを可能にするポリマー性多孔質疎水性材料から閉鎖部材を形成することを含
む。
【０００８】
　別の例示的実施形態によれば、患者における組織部位を減圧で治療するドレッシングは
、組織部位に近接して配置される治療マニホルドと、組織部位から流体を受け入れて保持
する吸収層と、排気出口を有するマイクロポンプとを含む。マイクロポンプは、減圧と、
排気出口から出る排気とを生成する。ドレッシングは、治療マニホルド、吸収層、及びマ
イクロポンプを被覆するための閉鎖カバーをさらに含む。閉鎖カバーは密閉された空間を
形成する。閉鎖カバーの少なくとも一部分は、密閉された空間からの排気の放出を可能に
するポリマー性多孔質疎水性材料から形成される。
【０００９】
　別の例示的実施形態によれば、患者における組織部位の治療方法は、治療マニホルドを
組織部位に近接して配置するステップと、組織部位から流体を受け入れるため治療マニホ
ルドを覆って吸収層を配置するステップと、マイクロポンプを吸収層に流体連結するステ
ップとを含む。この方法は、密閉された空間を形成するように治療マニホルド、吸収層、
及びマイクロポンプを閉鎖カバーで被覆するステップをさらに含む。密閉された空間は第
１の部分と第２の部分とを有する。マイクロポンプは排気出口と減圧出口とを含む。密閉
された空間の第１の部分はマイクロポンプに流体連結され、排気出口から排気を受け取る
。密閉された空間の第２の部分はマイクロポンプに流体連結され、減圧を受け取る。閉鎖
カバーの少なくとも一部分は、密閉された空間の第１の部分からの排気の放出を可能にす
るポリマー性多孔質疎水性材料から形成される。この方法はまた、マイクロポンプを駆動
して減圧及び排気を発生させるステップと、マイクロポンプからの排気を密閉された空間
から閉鎖カバーを通じて抜け出させるステップとをさらに含む。
【００１０】
　例示的な実施形態の他の特徴及び利点は、以下の図面及び詳細な説明を参照することで
明らかとなるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１は、減圧源を用いる減圧治療システムの例示的な実施形態の概略図であり、
一部は断面で示す。
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【図２】図２は、図１の減圧源の例示的な実施形態の背面を示す概略斜視図である。
【図３】図３は、減圧源の例示的な実施形態の概略図である。
【図４】図４は、減圧源の例示的な実施形態の概略正面図である。
【図５】図５は、ドレッシングの一部として示される減圧源の別の例示的実施形態の概略
斜視図である。
【図６】図６は、図５の減圧源の一部の概略断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下の例示的実施形態の詳細な説明では、本明細書の一部をなす添付の図面が参照され
る。それらの実施形態は、当業者による本発明の実施が可能となるよう十分詳細に説明さ
れ、及び本発明の趣旨又は範囲から逸脱することなく他の実施形態を利用し得ること、且
つ妥当な構造的、機械的、電気的、及び化学的変更を行い得ることが理解される。本明細
書に説明する実施形態の当業者による実施を可能とするのに不要な詳細を避けるため、説
明では当業者に公知の特定の情報が省略されることもある。従って以下の詳細な説明は、
限定する意味で解釈されてはならず、例示的実施形態の範囲は添付の特許請求の範囲によ
ってのみ定義される。
【００１３】
　例示的な実施形態によれば、減圧源１４０、２４０、３４０、４４０が提供され、これ
は実質的に液密であり、従って減圧源１４０、２４０、３４０、４４０の外面上の液体は
減圧源１４０、２４０、３４０、４４０に入り込むことができず、しかし気体又は蒸気は
減圧源１４０、２４０、３４０、４４０から抜け出ることができる。このようにすること
で、使用者は、液体が減圧源１４０、２４０、３４０、４４０に入り込む可能性なしに、
液体が関わる活動、例えばシャワー又は汗をかく運動を行うことができる。
【００１４】
　ここで図面、主に図１を参照すると、組織部位１０４、例えば創傷１０２の治療用減圧
治療システム１００の例示的な実施形態が提供される。創傷１０２は創傷床に集中してい
てもよい。創傷１０２は表皮１０３、真皮１０５、及び皮下組織１０７を通じるもの、又
はそれを巻き込むものであってもよい。減圧治療システム１００はまた、他の組織部位に
おいても使用され得る。組織部位１０４は、骨組織、脂肪組織、筋組織、皮膚組織、血管
組織、結合組織、軟骨、腱、靱帯、又は任意の他の組織を含め、任意のヒト、動物、又は
他の生物の生体組織であってよい。特に指示されない限り、本明細書で使用されるとき、
「又は」は相互排他性を必要とするものではない。
【００１５】
　減圧治療システム１００は治療マニホルド１０８を含む。加えて、減圧治療システム１
００はシーリング部材１１１と減圧サブシステム１１３とを含む。減圧サブシステム１１
３は減圧源１４０を含み、これは液体の流入を防止するように密閉されるが、しかし以下
にさらに説明するとおり、気体－典型的には空気－の排出は開口部（すなわち、肉眼で見
える開口部）なしに可能にする。
【００１６】
　一例示的実施形態において、治療マニホルド１０８は多孔質で透過性の発泡体又は発泡
体様材料、より詳細には、減圧下にある間の創傷流体の良好な透過性を許容する網状開放
気泡ポリウレタン又はポリエーテル発泡体から作製される。使用されている一つのかかる
発泡体材料は、Ｓａｎ　Ａｎｔｏｎｉｏ，ＴｅｘａｓのＫｉｎｅｔｉｃ　Ｃｏｎｃｅｐｔ
ｓ，Ｉｎｃ．（ＫＣＩ）から入手可能なＶＡＣ（登録商標）ＧｒａｎｕＦｏａｍ（登録商
標）ドレッシングである。マニホルド材料には任意の材料又は材料の組み合わせを、その
マニホルド材料が減圧の分配に適合するならば、使用することができる。本明細書で使用
されるとき用語「マニホルド」は、概して、組織部位への減圧の適用、そこへの流体の送
達、又はそこからの流体の除去を補助するために提供される物質又は構造を指す。マニホ
ルドは、典型的には複数の流路又は通路を含む。複数の流路は互いに接続しており、マニ
ホルドの周囲の組織範囲に提供される流体及びそこから除去される流体の分配を改善し得
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る。マニホルドの例としては、限定なしに、流路を形成するように構成された構造要素を
有する装置、気泡質の発泡体、例えば開放気泡発泡体、多孔質組織集合体、並びに液体、
ゲル、及び流路を含む、又は流路を含むように硬化させた発泡体が挙げられる。
【００１７】
　シーリング部材１１１は治療マニホルド１０８を被覆し、治療マニホルド１０８の周辺
縁部１１４を越えて延在してシーリング部材延長部１１６を形成する。シーリング部材延
長部１１６は第１の側面１１８と第２の患者側に向く側面１２０とを有する。シーリング
部材延長部１１６は、感圧性接着剤１２６などのシーリング装置１２４によって、表皮１
０３に当接して、又はガスケット若しくはドレープに当接して固着され得る。シーリング
装置１２４は、接着剤シーリングテープ、又はドレープテープ若しくはストリップ；両面
ドレープテープ；感圧性接着剤１２６；ペースト；ハイドロコロイド；ハイドロゲル；又
は他のシーリング手段など、数多くの形態をとり得る。テープが使用される場合、そのテ
ープは、シーリング部材１１１と同じ材料に感圧性接着剤が予め加えられたものから形成
されてもよい。感圧性接着剤１２６は、シーリング部材延長部１１６の第２の患者側に向
く側面１２０に加えられ得る。感圧性接着剤１２６はシーリング部材１１１と表皮１０３
との間に実質的な流体シールを提供し、流体シールは、本明細書で使用されるとき、表皮
１０３に当接するガスケット又はドレープを含むものと見なされる。シーリング部材１１
１を表皮１０３に固定する前に、感圧性接着剤１２６を被覆している剥離可能なストリッ
プが剥離され得る。本明細書で使用されるとき、「流体シール」は、特定の減圧源又はサ
ブシステムが関与することを所与として、所望の部位における減圧を維持するのに十分な
シールを意味する。
【００１８】
　シーリング部材１１１は、エラストマー性材料又は流体シールを提供する任意の材料若
しくは物質であってよい。「エラストマー性」はエラストマーの特性を有することを意味
し、概して、ゴム様の特性を有する高分子材料を指す。より具体的には、ほとんどのエラ
ストマーが１００％より大きい極限伸び及び著しい大きさの弾力性を有する。材料の弾力
性とは、その材料が弾性変形から回復する能力を指す。エラストマーの例としては、限定
はされないが、天然ゴム、ポリイソプレン、スチレンブタジエンゴム、クロロプレンゴム
、ポリブタジエン、ニトリルゴム、ブチルゴム、エチレンプロピレンゴム、エチレンプロ
ピレンジエン単量体、クロロスルホン化ポリエチレン、多硫化ゴム、ポリウレタン、ＥＶ
Ａフィルム、コポリエステル、及びシリコーンを挙げることができる。さらになお、シー
リング部材材料としては、シリコーンドレープ、３Ｍ　Ｔｅｇａｄｅｒｍ（登録商標）ド
レープ、Ａｖｅｒｙ　Ｄｅｎｎｉｓｏｎから入手可能なものなどのアクリルドレープを挙
げることができる。
【００１９】
　減圧サブシステム１１３は減圧源１４０を含み、これは多くの異なる形態をとり得る。
減圧源１４０は減圧治療システム１００の一部として減圧を提供する。本明細書で使用さ
れるとき、「減圧」は概して、治療に供されている組織部位１０４における周囲圧力より
低い圧力を指す。ほとんどの場合、この減圧は、患者が居るところの大気圧より低いもの
となり得る。或いは減圧は、組織部位における静水圧より低いものであり得る。当初、減
圧によって治療マニホルド１０８、減圧送給導管１４４に、及び組織部位１０４に隣接し
て、流体の流れが生じ得る。組織部位１０４の周辺の静水圧が所望の減圧に近付くに従い
、その流れが弱まり、減圧が維持され得る。特に指示されない限り、本明細書に記載され
る圧力の値はゲージ圧である。
【００２０】
　送給される減圧は一定であっても、又は変化してもよく（パターン化されて、又はラン
ダムに）、連続的に送られても、又は間欠的に送られてもよい。本明細書における使用に
合わせて、減圧又は真空圧の上昇は、典型的には絶対圧力の低下を指す。
【００２１】
　リザーバ領域１４２、すなわちキャニスタ領域を有する減圧源１４０が示される。挿入
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膜フィルタ、例えば疎水性又は疎油性フィルタが、減圧送給導管１４４、すなわちチュー
ビングと減圧源１４０との間に間置されてもよい。減圧送給導管１４４の部分１４６は、
代表的な装置１４８などの１つ又は複数の装置を有し得る。代表的な装置１４８は、例え
ば、滲出液及びその他の除去される流体を保持するための流体リザーバ、圧力フィードバ
ック装置、容量検出システム、血液検出システム、感染検出システム、流量監視システム
、又は温度監視システムであってもよい。複数の代表的な装置１４８が直列又は並列で含
まれてもよい。例えば、第２の代表的な装置１１０が減圧送給導管１４４の部分１３８に
含まれてもよい。これらの装置のいくつかは減圧源１４０と一体形成されてもよい。例え
ば、減圧源１４０の減圧ポート１４１は、１つ又は複数のフィルタ、例えば臭気フィルタ
を含むフィルタ部材を含み得る。
【００２２】
　減圧源１４０は、可搬式治療ユニット、定置式治療ユニット、又は他の装置などの、減
圧を供給する任意の装置であってよい。組織部位に加えられる減圧の大きさ及び性質は、
典型的には用途に応じて異なり得るが、減圧は、典型的には－５ｍｍＨｇ（－６６７Ｐａ
）～－５００ｍｍＨｇ（－６６．７ｋＰａ）、及びより典型的には－７５ｍｍＨｇ（－９
．９ｋＰａ）～－３００ｍｍＨｇ（－３９．９ｋＰａ）であり得る。例えば、及び限定と
してではなく、圧力は、－１２、－１２．５、－１３、－１４、－１４．５、－１５、－
１５．５、－１６、－１６．５、－１７、－１７．５、－１８、－１８．５、－１９、－
１９．５、－２０、－２０．５、－２１、－２１．５、－２２、－２２．５、－２３、－
２３．５、－２４、－２４．５、－２５、－２５．５、－２６、－２６．５ｋＰａ又は別
の圧力であり得る。
【００２３】
　減圧源１４０により発生した減圧は、減圧送給導管１４４を通って減圧インタフェース
１５０に送られ、この減圧インタフェース１５０はエルボポート１５２を含み得る。一例
示的実施形態において、エルボポート１５２は、Ｓａｎ　Ａｎｔｏｎｉｏ，Ｔｅｘａｓの
Ｋｉｎｅｔｉｃ　Ｃｏｎｃｅｐｔｓ，Ｉｎｃ．から入手可能なＴＲＡＣ（登録商標）テク
ノロジーポートである。減圧インタフェース１５０により、減圧をシーリング部材１１１
を通って治療マニホルド１０８へと、並びに密閉された空間１５４、すなわち治療マニホ
ルド１０８がそこに位置する密閉された治療空間へと減圧を送給することが可能となる。
この例示的な実施形態では、減圧インタフェース１５０はシーリング部材１１１を通って
治療マニホルド１０８の中まで延在する。
【００２４】
　一つの例示的な実施形態に関わる動作では、治療マニホルド１０８が組織部位１０４に
隣接して、例えば創傷床において創傷１０２上に、一部分を創傷縁部１０９に近接させて
置かれる。シーリング部材１１１が組織部位１０４及び治療マニホルド１０８を覆って、
及び少なくとも部分的に表皮１０３（又はガスケット若しくはドレープ）に当接して置か
れ、流体シール及び密閉された空間１５４を形成する。予め設置されていない場合には、
減圧インタフェース１５０が設置される。減圧送給導管１４４は減圧インタフェース１５
０及び減圧源１４０に流体連結され、それにより減圧が治療マニホルド１０８に提供され
得る。減圧源１４０が駆動されると、密閉された空間１５４内の治療マニホルド１０８に
減圧が送給され始める。
【００２５】
　ここで主に図１及び図２を参照すると、減圧源１４０は防水性又は耐水性であり、密閉
された空間（明確には図示せず）を使用する。密閉された空間は２つのチャンバ又は範囲
により形成され得る：１つは正圧用及び１つは減圧用である。減圧チャンバは第１のチャ
ンバの１つ又は複数の導管であってもよい（例えば、図３の導管２６８、２４４）。ポン
プハウジング１５６内に密閉された空間が形成される。ポンプハウジング１５６は閉鎖部
材１５８により形成され、又はそれを含む。閉鎖部材１５８はポリマー性多孔質疎水性材
料から形成される。ポンプハウジング１５６は完全に閉鎖部材１５８を使用して形成され
てもよく、又は閉鎖部材１５８はポンプハウジング１５６の一部分のみを形成してもよい
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。
【００２６】
　密閉された空間内に真空ポンプ（図示せず）が配設される。ポリマー性多孔質疎水性材
料により、流体は侵入させない一方で、圧力下にあるとき密閉された空間内の真空ポンプ
から排気気体が抜け出ることが可能である。ポリマー性多孔質疎水性材料は排気気体が抜
け出ることをベント開口部の必要なしに可能にし、代わりに孔及び材料特性を使用する。
閉鎖部材１５８を抜け出る排気気体は矢印１６０により表される。密閉された空間はまた
、ポンプハウジング１５６の外側の観点で減圧源１４０をより低いデシベルレベルで動作
させる働きもする。真空ポンプは、真空ポンプに関連する導管を有してもよく、この導管
は減圧を、真空ポンプから密閉された空間を通り、減圧ポート１４１に流体連結された減
圧出口（図示せず）に送給する。
【００２７】
　ポリマー性多孔質疎水性材料は、排気気体が材料を通って抜け出ることを可能にし、且
つ流体が密閉された空間に入り込むことを防ぐ任意のポリマー材料であってよい。ポリマ
ー性多孔質疎水性材料は多孔質であるため、第一にこれは、その孔を通じて気体を通過さ
せる。しかしながらこのポリマーの疎水性の性質から、本質的に水性の液体が孔を通過す
ることは、表面張力効果によって妨げられ得る。
【００２８】
　特定の表面張力の液体を、所与の孔径の所与の表面エネルギーの材料の穴に押し通すた
めに必要な圧力を記述する関係がある（この圧力は時に「破過圧（ｂｒｅａｋｔｈｒｏｕ
ｇｈ　ｐｒｅｓｓｕｒｅ）」と呼ばれる）。例えば、水が孔を通過するための所与の破過
圧を生じさせることは、大きい孔の低い表面エネルギーの材料、又は小さい孔の高い表面
エネルギーの材料で達成され得る。以下の式を使用してこの関係を記述することができる
：Ｐ＝－２σｃｏｓθｒ、式中Ｐ＝破過圧；θ＝液体と孔材料との接触角（これは接触表
面の表面エネルギー及び接触液の表面張力の関数である）；σ＝接触液の表面張力；及び
ｒ＝孔の半径。ある実施形態では、破過圧は、関与する圧力範囲について液体が突破しな
いものである。従って気体は抜け出ることもあるが、液体が抜け出ることはない。
【００２９】
　一実施形態において（Ｉｎ　ｏｎ　ｅｍｂｏｄｉｍｅｎｔ）、ポリマー性多孔質疎水性
材料は、多孔質且つ気体透過性である疎水性焼結ポリマーから形成される。粒子状にする
ことのできるほとんどのポリマー、例えば、ポリエチレン及びポリプロピレンなどのポリ
オレフィン、ポリアミン、ポリエチレン酢酸ビニル、ポリ塩化ビニル、スチレン系（例え
ば、ポリスチルネネ（ｐｏｌｙｓｔｙｒｎｅｎｅ）及びスチレンアクリル系を含む共重合
体）、又はポリテトラフルオロエチレンを使用することができる。ポリマー性多孔質疎水
性材料は、疎水性スパンボンド式不織高密度ポリエチレン繊維又は材料、例えばＷｉｌｍ
ｉｎｇｔｏｎ，ＤｅｌａｗａｒｅのＥ．Ｉ．Ｄｕ　Ｐｏｎｔ　Ｄｅ　Ｎｅｍｏｕｒｓ　ａ
ｎｄ　Ｃｏｍｐａｎｙ　ＣｏｒｐｏｒａｔｉｏｎからのＴＹＶＥＫ（登録商標）材料であ
ってもよい。
【００３０】
　ポリマー性多孔質疎水性材料はまた、疎水性ボンド式不織多孔質繊維で形成されてもよ
い。ポリマー性多孔質疎水性材料はまた、親水性材料から出発して、その材料を例えばプ
ラズマ処理で処理して材料を疎水性にすることにより形成されてもよい。また、硬質ポリ
マーを使用して、それをレーザーなどによる微小開口部（１ミクロン又はサブミクロン）
の穴あけ加工によって多孔質にしてもよい。予め疎水性でない場合、穴あけ加工されたポ
リマーがプラズマで処理され得る。さらに、ポリマー性多孔質疎水性材料に吸臭材料を加
えて、排気気体が抜け出るときの臭気の除去を促進してもよい。吸臭材料は、例えば、木
炭、ベントナイト粘土などの粘土、多孔質シリカ、ゼオライト、及びアルミナ、又は木炭
若しくは活性炭を含む基材及び支持体、例えばポリマーメッシュ及び膜であってもよい。
抗菌薬、銀、又は色素などの他の物質を加えてもよい。
【００３１】
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　ポンプハウジング１５６は、ポリマー性多孔質疎水性材料を使用した射出成形、又はト
ランスファー成形、又は圧縮成形、又は回転成形、又は熱成形（真空成形）により形成さ
れてもよい。別の実施形態では、ポンプハウジング１５６は、ポリマー性多孔質疎水性材
料から形成された第１の部分、すなわち閉鎖部材１５８と、ポリマー又はポリマー性多孔
質疎水性材料より高い剛性を有する他の材料から形成された第２の部分とを含んで形成さ
れ得る。以下にさらに説明するとおり、ポンプハウジング１５６はまた、一部の実施形態
ではドレッシング被覆材であってもよい。ポンプハウジング１５６は、必要に応じて可撓
性且つ半透明であるように作製され得る。半透明部分により、密閉された空間で何が起き
ているかに関する視覚的なフィードバックが可能となる。液体感受性色素が、それをポリ
マー性多孔質疎水性材料中に含めるか、或いはポリマー性多孔質疎水性材料をコーティン
グすることにより、ポンプハウジング１５６と連係されてもよい。液体感受性色素は湿潤
すると色が変化し、従って漏出インジケータとして機能する。
【００３２】
　図１及び図２は、ポンプハウジング１５６に対する閉鎖部材１５８として利用されるポ
リマー性多孔質疎水性材料を示すが、閉鎖部材１５８は所望の用途に応じてポンプハウジ
ング１５６、ベントパネル、又はドレッシングカバーとして使用され得ることが理解され
なければならない。図１に示される例示的な実施形態では可搬式である減圧源１４０では
、密閉された空間は実質的に液密であり、従って装用者は、例えばシャワーを浴びるなど
、外面が流体にさらされる活動を、減圧源１４０に流体が入り込むことなく行うことがで
きる。
【００３３】
　ここで主に図３を参照すると、減圧源２４０の概略図が提供され、これは、密閉された
空間２６２内の構成要素が見えるようにするため一部を省いている。減圧源２４０はポン
プハウジング２５６を有する。ポンプハウジング２５６は、全面的に又は部分的に閉鎖部
材２５８により形成され得る。ポンプハウジング２５６は密閉された空間２６２を形成す
る。従って、密閉された空間２６２は、部分的に又は全面的に閉鎖部材２５８により形成
され得る。密閉された空間２６２は密閉されて、水などの液体の侵入を防止又は阻止し、
また粉塵などの粒子状物質が入り込むことも阻止する。
【００３４】
　減圧を生成する任意の装置を含み得る真空ポンプ２６４が、密閉された空間２６２内に
配設される。真空ポンプ２６４は、真空ポンプ２６４に流体連結され、且つ減圧２６９を
真空ポンプ２６４から送り出す減圧出口２６６を有する。この実施形態において、減圧出
口２６６は、第２のチャンバである移送導管２６８に流体連結される。移送導管２６８は
減圧をキャニスタ２７０に送給する。キャニスタ２７０は、滲出液などの流体を受け入れ
て保持するためのものである。キャニスタ２７０は減圧送給導管２４４に流体連結される
。真空ポンプ２６４はまた、排気２７４、すなわち排気気体２７４を真空ポンプ２６４か
ら排出する排気出口２７２も有する。減圧送給導管２４４は減圧２６９を組織部位などの
別の位置に送給し、典型的には流体２７６を受け入れる。
【００３５】
　排気２７４は密閉された空間２６２に送給される。排気気体２７４によって密閉された
空間２６２内の圧力が高まるに従い、排気気体２７４は、ベント開口部なしに、矢印２６
０により示されるとおり閉鎖部材２５８を通って移動する。閉鎖部材２５８は、図１～図
２の閉鎖部材１５８と同じ材料から、及び同じ様々な方法で作製される。従って、排気２
７４は閉鎖部材２５８の孔を通って抜け出る。
【００３６】
　ここで主に図４を参照すると、減圧源３４０の別の例示的実施形態が提供される。減圧
源３４０は図３の減圧源２４０とほとんどの点で類似しており、対応する部分を示すため
、参照符号は１００刻みでスライドさせている。従って、減圧源３４０は、中に真空ポン
プ（図示せず）が配設される密閉された空間（明確には図示せず）を形成するポンプハウ
ジング３５６を有する。
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【００３７】
　この実施形態では、ポンプハウジング３５６の一部分が閉鎖部材３５８であり、この閉
鎖部材３５８は、気体透過性であるベントパネル３７８を含む。ポンプハウジング３５６
の他の部分は気体透過性でなくてもよい。ベントパネル３７８は閉鎖部材（例えば、図１
の閉鎖部材１５８）と同種の材料で作製され、及び閉鎖部材と見なされ得る。ベントパネ
ル３７８は、液体の侵入を許容することなしに、且つベント開口部を必要とすることなし
に、排気気体３６０が密閉された空間から抜け出ることを可能にするように構成される。
ベントパネル３７８のサイズは、ベントパネル３７８を横切る所望のガス流量に依存する
。減圧３６９は減圧送給導管３４４を通って送給される。流体３７６はまた、減圧送給導
管３４４によっても受け入れられ得る。
【００３８】
　ベントパネル３７８及びポンプハウジング３５６の形成では、ポリマー性多孔質疎水性
材料のラミネート部材がベントパネル３７８となるように形成される。次にそのベントパ
ネル３７８がオーバーモールドされてポンプハウジング３５６が形成され得る。これによ
り、排気気体が密閉された空間から抜け出ることを可能にするベントパネル３７８が作り
出される。ベントパネルのサイズは、密閉された空間からの十分な排気気体流量の要求量
により決定され得る。
【００３９】
　一つの例示的な実施形態によれば、ポンプハウジング３５６及びベントパネル３７８は
、フィルタブロック、又はフィルタ材料のラミネートから出発し、次にオーバーモールド
、すなわち射出成形法でフィルタブロックの周りに成形することにより形成される。或い
は、フィルタブロック又はラミネートは、液状接着剤若しくは圧力感受性シート接着剤を
使用して適所に結合するか、又は他の方法で取り付けられてもよい。
【００４０】
　ここで主に図５～図６を参照すると、減圧源４４０の別の例示的実施形態が提供される
。減圧源４４０は、創傷４０２などの組織部位４０４上に配置されるドレッシング４０１
に組み込まれる。ドレッシング４０１は、治療マニホルド４０８とシーリング層４１５と
を含む。減圧４６９を治療マニホルド４０８及び組織部位４０４に提供するマイクロポン
プ４６４が含まれる。
【００４１】
　マイクロポンプ４６４としては、圧電ディスクポンプ、ダイヤフラムポンプ、ピストン
ポンプ、蠕動ポンプ、又は小さい空間に減圧を生じさせる他の手段が含まれ得る。ドレッ
シング４０１はまた、複数の層も含み得る。例えばドレッシング４０１は、減圧を送給し
、又はその送給を補助し、且つ流体を受け入れて保持する吸収層４７１を含んでもよく、
及び吸収層４７１とマイクロポンプ４６４との間に位置決めされることで液体がマイクロ
ポンプ４６４に入り込むことを阻止する液体－空気隔離体４７３を含んでもよい。吸収層
４７１とマイクロポンプ４６４との間に、減圧をマイクロポンプ４６４から吸収層４７１
に伝達するための開口部（図示せず）を含み得るダイバータ層４７５が配設されてもよい
。マイクロポンプ４６４はまた、１つ又は複数のバッテリ及び制御装置（図示せず）も含
み得る。
【００４２】
　シーリング部材４１１は、マイクロポンプ４６４の一部分、シーリング層４１５、及び
患者の表皮４０３の一部分を覆って展開され得る。シーリング部材４１１は、マイクロポ
ンプ４６４の一部分に重なる中心開口部４１７を有し得る。他の部材と同様に可撓性又は
半可撓性であってよい閉鎖カバー４５８が、中心開口部４１７及びシーリング部材４１１
の一部分を覆って配設され、密閉された空間４６２を作り出す。密閉された空間４６２は
２つの部分：マイクロポンプ４６４より（図示される向きで）上側の第１の部分４９１と
、マイクロポンプ４６４より（図示される向きで）下側の第２の部分４９３とを有し得る
。第１の部分４９１はマイクロポンプ４６４と流体連結し、マイクロポンプ４６４の排気
出口４９５からの排気を受け入れる。第２の部分４９３もまたマイクロポンプ４６４と流
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も一部分は、密閉された空間４６２の第１の部分からの排気の放出を可能にするポリマー
性多孔質疎水性材料から形成される。すなわち、閉鎖カバー４５８、又は閉鎖カバー４５
８の少なくとも一部分は、先述の閉鎖部材１５８、２５８、３５８と同じ材料、すなわち
ポリマー性多孔質疎水性材料から形成される。
【００４３】
　中心開口部４１７により、この実施形態ではマイクロポンプ４６４の表面上にある排気
出口４７２からの排気４７４が、シーリング部材４１１を抜け出て閉鎖カバー４５８に衝
突することが可能となる。圧力の上昇に伴い、排気気体４７４は閉鎖部材４５８のポリマ
ー性多孔質疎水性材料を通じて抜け出る。マイクロポンプ４６４により除去された流体は
、ドレッシング４０１の吸収層４７１に蓄えられ得る。別の実施形態では、閉鎖部材４５
８は、吸収層４７１及びマイクロポンプ４６４を覆うカバーの一部分のみを含んでもよく
、この実施形態では、閉鎖部材４５８は少なくとも中心開口部４１７を被覆する。代替的
実施形態では、シーリング部材４１１が閉鎖部材４５８を含み得る。
【００４４】
　本発明及びその利点は、特定の例示的実施形態との関連において開示したが、添付の特
許請求の範囲により定義されるとおりの本発明の範囲から逸脱することなく様々な変更、
置き換え、並べ換え、及び改変を行い得ることは理解されなければならない。
【００４５】
　上記に説明する利益及び利点は一実施形態に関連することもあり、又はいくつかの実施
形態に関連することもあることは理解されるであろう。さらに、「一つの（ａｎ）」項目
に対する言及が、そうした項目の１つ以上を指すことが理解されるであろう。
【００４６】
　本明細書で説明する方法のステップは、任意の好適な順序で実施されても、又は適切な
場合には同時に実施されてもよい。
【００４７】
　適切な場合には、上記に説明する例のいずれかの態様を、他の説明される例のいずれか
の態様と組み合わせることで、同等の又は異なる特性を有し、且つ同じ又は異なる問題に
対処するさらなる例を形成してもよい。
【００４８】
　上記の好ましい実施形態の説明は単に例として提供されるに過ぎず、当業者により様々
な変形例が作成され得ることは理解されるであろう。上記の明細書、例及びデータは、本
発明の例示的実施形態の構造及び使用についての完全な説明を提供する。本発明の様々な
実施形態が、ある程度の具体性をもって、又は１つ以上の個別の実施形態を参照して上記
に説明されるが、当業者は、特許請求の範囲の範囲から逸脱することなく、開示される実
施形態の代替例を数多く作成し得る。
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